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ボーリング柱状図
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栃木県日光土木事務所　整備部 2010-11-02 ～ 2010-11-05
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0.3m擁壁。以下は基礎Co.

埋土及び崖錐
軽石混じり土質乱れる。
含水比は下位から中位。

旧表土層
含水比は下位から中位。土粒子は
均一。下部、ローム混じる。

固結したスコリア塊、軽石混じる

礫径2から15mm火山礫・角礫混入
径5から35mm固結したスコリア塊
、軽石多く混じる。
含水比は下位から中位。
やや軟弱層となる。

礫径2から20mmの火山角礫混じる
。
火山灰質粗砂・中砂主体。
含水比は下位から中位。
固結したスコリア混じる。
微量の粘土分混じる。
7.05から7.95m間、軽石粒多く混
じる。

コア長5から30cm主体。
少量の亀裂あり。亀裂面は暗褐色
ハンマー叩き高音。岩質は硬い。
9m迄RQD=70%、岩級区分CH級。
10m迄RQD=79%、岩級区分CH級
。
11m迄RQD=84%、岩級区分CH級
。
11.4m迄RQD=22%、岩級区分
CL級。
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